
各
地
区
運
動
会
開
催
！

９
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
各
地
区
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
当
日
は
、
み
な
さ
ん
仕
事
の
こ
と

は
忘
れ
、
爽
快
な
汗
を
流
し
、
世
代
を
越
え

た
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
２５
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

北
方
小
学
校
体
育
館

☆
大
和
公
民
館

《
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１８
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

《
ミ
ニ
集
会
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
』に
つ
い
て
》

◆
日
時

１１
月
１７
・
２５
・
２７
日

１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

各
地
区
集
会
場

☆
清
水
公
民
館

《
青
少
年
育
成
区
民
会
議
》

◆
日
時

１１
月
１０
日
�

１８
時
３０
分
〜

◆
場
所

清
水
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１８
日
�

８
時
３０
分
〜

◆
場
所

清
水
小
学
校
体
育
館

☆

永
公
民
館

《
文
化
教
室
『
そ
ば
打
ち
講
習
』》

◆
日
時

１１
月
３
日
�

９
時
〜

◆
場
所

永
公
民
館

《
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１８
日
�

１３
時
〜

◆
場
所

養
基
小
学
校
体
育
館

《
家
庭
教
育
学
級
》

◆
日
時

１１
月
２４
日
�

９
時
３０
分
〜

◆
場
所

永
公
民
館

《
養
基
小
学
校
体
育
館
・
脛
永
公
民
館
大
掃
除
》

◆
日
時

１１
月
２５
日
�

８
時
〜

◆
場
所

養
基
小
学
校
体
育
館

永
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

《
小
島
で
遊
ぼ
う
》

◆
日
時

１０
月
２８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

朝
鳥
公
園

《
に
こ
に
こ
学
級
『
土
い
じ
り
を
し
よ
う
』》

◆
日
時

１１
月
２２
日
（
木
）
１０
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

☆
谷
汲
公
民
館

《
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日
時

１１
月
３
・
４
日

◆
場
所

谷
汲
文
化
会
館

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

☆
春
日
公
民
館

《
春
日
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
４
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

春
日
振
興
事
務
所

《
春
日
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

１１
月
１８
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

春
日
小
学
校
体
育
館

☆
久
瀬
全
公
民
館

《
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
３
・
４
日

◆
場
所

久
瀬
中
学
校
体
育
館

☆
藤
橋
公
民
館

《
藤
橋
地
区
文
化
祭
》

◆
日
時

１０
月
２７
日
（
土
）
１０
時
〜

◆
場
所

旧
藤
橋
小
中
学
校
体
育
館

☆
坂
内
公
民
館

《
坂
内
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
３
日
（
土
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

坂
内
小
中
学
校
体
育
館

他

《
親
子
体
験
活
動
『
料
理
教
室
』

◆
日
時

１１
月
１８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

平
成
２０
年

揖
斐
川
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

【
平
成
２０
年
成
人
式
開
催
日
時
】

◆
日
時

平
成
２０
年
１
月
１３
日
�

受
付
開
始

１２
時
３０
分

開

式

１３
時
３０
分

◆
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和

６２
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん

で
す
。

現
在
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
企
画
・
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
実
行
委
員
を
し
て
い
た
だ

け
る
新
成
人
の
方
も
引
き
続
き
募

集
し
ま
す
。

成
人
式
実
行
委
員
会
へ
の
申
し

込
み
・
お
問
い
合
せ
は
、
揖
斐
川

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

（
℡
２
３
‐
０
１
１
５
）

い とう あ い

昨年の『家族の一行詩』より
『おかんへ』 中学２年 伊藤 亜衣

いつも人の話をあんまり聞かんし、ガサツだけど、何だかんだ言って助けてくれてありがとう。

１１
月
は
、全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

中央公民館プチギャラリー
○徳山の景色油彩展 宮川 澄雄
１０月１６日～１０月３０日
○いびがわマラソン展示
１１月１日～１１月１４日
○ＪＡ農業祭展示
１１月１６日～１１月１８日
○『家庭の日』ポスター展示
１１月２０日～１２月２日

ブライトブラスアンサンブル
秋の演奏会

♪日時 １０月２８日（日）
開場１３：３０～ 開演１４：００～

♪場所 谷汲サンサンホール
♪曲目 ズーラシアン序曲

オペラ座の怪人
童謡メドレー
宝島 など

ご家族そろってぜひともお聴きください！

入場無料
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メメメタタタボボボリリリッッックククももも成成成人人人病病病ももも予予予防防防ででできききるるる！！！運運運動動動でででリリリフフフレレレッッッシシシュュュ！！！
あなたは健康に自信がありますか？まずそんな人は少ないでしょう。

自信の無い人への朗報です。いつでもあなたの手助けができるよう、揖斐川健康広場トレーニングルームのスタッフは専門的な

応援をします。

またトレーニングルーム利用者向けに、各種サービスプログラムも用意しています。さわやかな環境の中で楽しく、健康的に身

体づくりができます。スタッフが常駐していますので、初めての方でも安心してご利用いただけます。ぜひご利用ください。

お気軽エアロビクスダンススケジュール （トレーニングルームご利用サービスプログラム）

か とう り か

インストラクター 加藤 理香

かわ だ

インストラクター 川田 みどり

やまかわ とも こ

インストラクター 山川 友子

ソフトエアロビクスを提供します。誰もが
動ける簡単なダンスです。参加者のレベルに
随時対応していきます。中高年の方もぜひ参
加してくいださい。

・心肺機能の向上
・全身持久力の向上
・脂肪の燃焼
等エアロビクスの最大の効果が引き出せるプ
ログラムを用意してお待ちしています。

シェイプアップはもちろん、体のゆがみを
矯正し、腰痛、肩こり予防の効果もあり、体
の硬い人、体力に自信の無い人も気軽に参加
してください。

火曜日
ソフトエアロビクス
１０：４５～１１：４５

水曜日
エアロビクス
２０：００～２１：００

不定期ミニレッスン
（実施日は、トレーニングルームスケ
ジュールでお確かめください）

上記プログラムに参加するには、トレーニングルーム利用登録を事前にお済ませください。
利用時間 ９：００～２２：００
休場日 毎週月曜日、祝日の翌日（月曜日は除く）、年末年始
使用料 １回３１０円（その他お得な回数券、定期券もあります）

平成１９年度
揖斐川町青少年育成町民大会開催！

○日時 平成１９年１１月２５日（日） １３時３０分～１５時３０分

○場所 揖斐川町中央公民館 大ホール

○内容

・表彰

・青少年育成町民会議３部会（青少年、家庭、環境）の発表

・県外・海外派遣事業参加児童、生徒による発表

・「早寝早起き朝ごはん」推進指定校実践発表

・揖斐高等学校による活動発表

つい き かおり

昨年の『家族の一行詩』より
『母へ・・・』 中学２年 立木 芳

毎朝早く起きて姉のために作る弁当と弁当のレシピについた、たくさんのふせんのすごさを私は知っている。

町民会議総会の様子
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地
域
行
事
と
の
協
賛

学
校
だ
よ
り

本
校
で
は
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
家
庭

・
地
域
社
会
と
連
携
し
た
教
育
を
推
進
す
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ク
リ
ー
ン
ズ

年
２
回
（
８
月
・
１１
月
）、校
区
の
各
地
区

の
清
掃
活
動
を
保
護
者
・
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
活
動
内
容

を
地
域
の
方
々
と
打
合
せ
た
り
、
当
日
は
活

動
の
中
心
に
な
っ
た
り
し
て
、
主
体
的
に
活

動
し
ま
す
。

「
中
学
生
が
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
る

の
で
、
た
の
も
し
い
。」

と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〇
合
唱
の
集
い

谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
で

は
、
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー

ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の

前
で
日
々
練
習
を
重
ね
て

き
た
合
唱
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。
各
学
年
合
唱
課

題
曲
・
各
学
級
合
唱
自
由

曲
や
、
選
択
教
科
音
楽
に

よ
る
合
唱
や
リ
コ
ー
ダ
ー

演
奏
も
行
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
生
徒
と
保
護
者
・

地
域
の
方
々
が
一
つ
に
な
る
大
合
唱
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

〇
体
育
大
会

本
年
度
の
体
育
大

会
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
に
３
つ
の
ふ

れ
あ
い
種
目
を
入
れ

ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
変

多
く
の
来
賓
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
祖
父
母
の
方
々

に
、
生
徒
と
共
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
孫
と
一
緒
に
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。」

「
綱
引
き
で
、
子
ど
も
と
対
戦
で
き
て
よ

か
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動

「
子
ど
も
と
一
緒
に
料
理
を
作
る
の
は
久

し
ぶ
り
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」

今
年

も
、
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
の
午
前
中
に
は
、

授
業
参
観
後
に
親
子
で
一
緒
に
行
う
活
動
を

実
施
し
ま
す
。
１
年
生
は
調
理
を
、
２
・
３

年
生
は
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
授
業
参
観
を
は
じ

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
奉
仕

活
動
・
谷
汲
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会
参
加
・

地
域
人
材
を
活
用
し
た
道
徳
の
授
業
の
実
施

な
ど
、
家
庭
・
地
域
社
会
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
本
校
の
教
育
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
・
地
域
の
方
々

参
加
行
事
の
推
進

児
童
生
徒
の
文
化
事
業

科
学
作
品
展
金
賞
受
賞
者

揖斐郡駅伝大会のお知らせ

期 日 平成１９年１２月２日�１０時～
コース 揖斐川町役場→粕川橋→池田町総合体育館

申 込 郡教育研修センター（TEL４４－１２６２）

奮って参加を！ １１月１２日�厳守
交通ルールを守っての応援をお願いします。

揖斐郡体育協会

揖
斐
の
自
然
と
文
化
を
満
喫

こ
の
夏
休
み
に
は
、【
ふ
る
さ
と
揖
斐
】へ
の
愛
着
と

理
解
を
深
め
る
た
め
に「
春
日
の
森
の
文
化
博
物
館
」や

西
平
ダ
ム
の
見
学
を
中
心
と
し
た
『
ふ
る
さ
と
見
学

会
』
を
揖
斐
郡
内
の
小
学
生
４４
名
で
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
自
然
体
験
を
通
し
て
理
科
好
き
の
子
ど
も
を
育
む

た
め
に
谷
汲
の
昆
虫
や
植
物
採
集
を
中
心
に
『
自
然
を

楽
し
む
会
』
を
郡
内
の
小
学
生
７０
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

科
学
研
究
の
部

宗
宮
す
み
れ
（
小
島
小
一
）
森
り
く
と
（
養
基
小
二
）

北
川

晶
子
（
池
田
小
三
）
林

郁
磨
（
八
幡
小
四
）

野
原

渉
（
温
知
小
五
）
横
山
彰
吾
（
東

小
六
）

山
本

彩
華
（
池
田
中
二
）
中
井
清
真
（
池
田
中
三
）

科
学
工
作
の
部

船
越
由
惟
子
（
北
和
中
二
）
野
網
郁
太
（
八
幡
小
五
）

採
集
標
本
の
部

横
田

将
也
（
北
小
三
）

読
書
感
想
文
特
選
受
賞
者

杉
原
望
記
（
養
基
小
一
）
松
山
大
輝
（
谷
汲
小
一
）

坪
井
竜
大
（
揖
斐
小
二
）
竹
中
万
智
（
八
幡
小
三
）

山
田
詠
美
（
八
幡
小
三
）
加
納
洸
生
（
大
野
小
四
）

岡
田
名
津
（
温
知
小
五
）
高
橋
明
里
（
久
瀬
小
五
）

牧
村
拓
郎
（
小
島
小
六
）
寺
田
一
輝
（
谷
汲
中
一
）

大
野
江
瑠
穂
（
池
田
中
二
）
三
原
克
史
（
大
野
中
二
）

教
職
員
の
夏
期
研
修

今
年
も
郡
内
の
先
生
が
、
自
分
を
高
め
児
童
生
徒
へ

の
指
導
力
向
上
の
た
め
に
研
修
し
ま
し
た
。
研
修
セ
ン

タ
ー
が
企
画
し
ま
し
た
「
教
育
相
談
講
座
」
や
「
学
級

経
営
講
座
」
な
ど
九
講
座
に
二
百
五
十
七
人
が
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
意
欲
的
な
取
り
組
み
で
し
た
。

１１月１８日�は家庭の日です。
揖斐川町青少年育成町民会議

揖 斐 郡 教 育
研修センター �

保
護
者
・
地
域
の
方
々
と
共
に

〜

谷
汲
中
学
校

〜
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